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３．事後評価結果 

 

本研究開発課題は、省資源、環境負荷低減を有機化学工業の基盤である触媒研究から目指すもの

で、超活性触媒の実現、触媒金属の回収利用や反応副生物の削減を可能とする高活性触媒による連

続フロー合成プロセスの実現、希少金属を代替したユビキタス元素利用の触媒の実現を目的として

研究推進してきた。 

 超高活性な触媒としては、N,N,C-ピンサー型触媒である DPP-NNC Pd が ppb 濃度でアリル位ア

リール化反応を達成することを見出すなど高収率な反応例を見出し、カップリング触媒として市販

化された。不均一系触媒では、活性点を両親媒性不溶性高分子へ固定化する事で反応基質が活性点

近辺に濃縮される“雨宿り効果”により高収率を達成するコンセプトを提示し、白金の固定化触媒

（ARP-Pｔ）をフロー反応に適用し水素ガスによる水素還元反応、空気酸化反応の反応例を示し、

市販化を達成した。また、ユビキタス化ではスルホン酸フェノール樹脂触媒がエステル化反応で平

衡支配制限値を超えて反応進行できる高活性触媒であることを見出し、企業との検討へ引き継がれ

た。このほかにも、プログラムマネージャーのリーダーシップのもと研究開発成果の触媒のいくつ

かが、企業での研究開発に引き継がれ社会実装に近づいたことは成果である。 

有機化学合成では数多くの反応が研究されるものの産業に適用される事例が少ないなかで、既存

プロセスに対する超高活性な触媒等の優位性を示し実用化に近づけ、基礎的な研究から取り組む事

例を示したことには意義があった。 

 以上のことから、優れた成果が得られたと評価できる。 

本研究開発が掲げたビジョン／コンセプトは化学業界ならびに世界で受け入れられるものだが、

産業界での実現には多くの成功例が積み重ねられる必要がある。個別の成果例示で終わらずビジョ

ン／コンセプトをしっかりアピールし、受け継ぐ人材の育成や確保に産業界と協力して取り組むこ

とによって、持続可能なモノ作りの観点で世の中に広く受け入れられ、社会的価値として継承され

ることを期待したい。 

 

以上 

 

 

   

 


